
委

員

会

提

出

議

案

第

一

号

特

定

疾

患

の

医

療

費

公

費

負

担

制

度

の

継

続

を

求

め

る

意

見

書

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

平

成

十

九

年

六

月

二

十

八

日

保

健

福

祉

委

員

会

委

員

長

山

田

な

お

こ

杉

並

区

議

会

議

長

河

野

庄

次

郎

様



特

定

疾

患

の

医

療

費

公

費

負

担

制

度

の

継

続

を

求

め

る

意

見

書

国

の

特

定

疾

患

治

療

研

究

事

業

（

医

療

費

公

費

負

担

）

の

対

象

疾

患

は

、

特

定

疾

患

対

策

懇

談

会

の

意

見

を

踏

ま

え

決

定

さ

れ

る

が

、

平

成

十

八

年

十

二

月

十

一

日

に

開

催

さ

れ

た

当

懇

談

会

に

お

い

て

、

潰

瘍

性

大

腸

炎

及

び

パ

ー

キ

ン

ソ

ン

病

に

つ

い

て

は

、

特

定

疾

患

治

療

研

究

事

業

の

対

象

者

を

重

症

者

に

絞

り

込

む

方

向

で

の

取

り

ま

と

め

が

行

な

わ

れ

た

。

た

だ

し

、

平

成

十

九

年

度

に

つ

い

て

は

、

患

者

団

体

等

か

ら

の

要

請

も

あ

り

、

こ

の

取

り

ま

と

め

に

基

づ

く

対

象

者

の

見

直

し

は

行

な

わ

れ

ず

、

従

来

と

同

様

の

取

り

扱

い

と

な

っ

て

い

る

。

し

か

し

、

平

成

二

十

年

度

以

降

の

取

り

扱

い

に

つ

い

て

は

、

現

段

階

で

は

「

白

紙

の

状

態

」

と

さ

れ

て

い

る

も

の

の

、

患

者

団

体

等

か

ら

は

強

い

不

安

の

声

が

寄

せ

ら

れ

て

い

る

。

今

後

の

国

の

検

討

に

お

い

て

、

軽

症

者

が

医

療

費

公

費

負

担

の

対

象

外

と

な

る

よ

う

な

こ

と

が

あ

れ

ば

、

高

額

な

医

療

費

を

敬

遠

し

て

受

診

が

抑

制

さ

れ

、

症

状

の

悪

化

を

招

く

と

と

も

に

、

患

者

の

身

体

的

・

精

神

的

負

担

は

増

加

す

る

こ

と

が

懸

念

さ

れ

る

。

軽

症

の

段

階

か

ら

適

切

な

医

療

に

よ

り

進

行

予

防

を

図

る

た

め

に

は

、

医

療

費

に

対

す

る

公

費

負

担

を

今

後

と

も

継

続

し

て

い

く

こ

と

が

必

要

で

あ

る

。

よ

っ

て

、

杉

並

区

議

会

は

、

国

会

及

び

政

府

に

対

し

、

従

来

ど

お

り

の

医

療

費

公

費

負

担

制

度

の

堅

持

と

特

定

疾

患

対

策

の

安

定

的

な

財

源

確

保

を

図

る

よ

う

強

く

要

望

す

る

。

以

上

、

地

方

自

治

法

第

九

十

九

条

の

規

定

に

基

づ

き

、

意

見

書

を

提

出

す

る

。



平

成

十

九

年

六

月

二

十

八

日

杉

並

区

議

会

議

長

名

衆

議

院

議

長

参

議

院

議

長

内

閣

総

理

大

臣

総

務

大

臣

厚

生

労

働

大

臣

あ

て


